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 ラウ ドネス補償型デジタル補聴器 CLAIDHA の臨床試験の結果, 水平型・高音漸傾型難聴で
 は比較的良好な補聴成績が得られたものの, ① 低音障害型・山型難聴において有効例が少なかっ
 た, ② 補聴器フィッティングの際に重要となるラウ ドネス特性を測定するため当初用いられた
 二段階評定尺度法は, 高齢の難聴者にとって複雑・難解であり, その結果, 検査に長い時間を要
 したり, 或いは, 検査結果に精密さを欠く症例が少なからず見られた, などの問題点が浮上して
 きた。
 そこで本研究では, 以上の問題点を踏まえ, より効率的, 且つ有効な補聴器フィッティングの
 実現を目的と し, ① 難聴のタイ プによりラウ ドネス補償型補聴の効果が異なる要因の検討, 並
 びに低音障害型難聴における補聴法への応用の考察, ② ラウ ドネス特性測定の簡便化の検討,
 の2っ を実施 した。
 難聴のタイ プによりラウ ドネス補償型補聴の効果が異なる点について は, 特にマスキング現象
 の観点から考察を加えた。 モデルを用いた考察, 並びに実際のマスキングパターンの計測からは,
 CLAIDHA に代表される圧縮型補聴は, 基本的にはマスカー存在下でも信号音の audibility を改
 善する方向に働きうるが, 低い周波数側により大きい圧縮比・増幅量の特性が適応されると, か
 えって増幅 しない場合よりも audibility が悪化する可能性が示された。 これは, 低い周波数音の
 audibiHty 確保のために働く増幅が, 高い周波数信号の検知に際 しては, かえってマスキングに
 よりその聴取を妨げて しまうためであった。 低周波数優位の感音難聴における補聴器フィッティ
 ングでは, 結局低い周波数信号の audibility の確保を, 如何に高い周波数音へ悪影響を及ぼさな
 い形 で実現するかがポイ ントとなることが示唆された。
 次に, より効率的なラウ ドネス特性の測定を目指し新しく 開発された!段階細分評定尺度法を,
 実臨床に適用 して検討した。 検査を熟知 した若年例を対象と した場合は, 得られたラウ ドネス特
 性について, 従来使用してきた2段階法との間に大きな差は認められなかった。 一方, 高齢者を
 対象とした検査では, 検査方法・概念の理解不足のためか2段階法では正確な測定ができない症
 例が多かったが, その様な例でも, 1段階細分法を用いると結果のばらつきが有意に改善する場
 合が多数存在し, 精度の点で2段階法を上回るものと思われた。 更に, 検査に要する時間が短縮
 されるなど, 実臨床においては有用な検査法であることが判明した。 この1段階細分法は, ラウ
 ドネス補償型補聴器のフィッティ ン グの改善に寄与できる ものと思われた。
 一358 一
 審査結果の要旨
 佐々木論文では, 東北大学が開発した老人性難聴用の完全デジタル補聴器 CLAIDHA の臨床
 試験結果を踏まえて, 種々 の問題点を解決するための提案を行っている。 まず第1 に, 老人性難
 聴は個体差が大きいので様々な難聴のタイプが存在するが, どのような処理能力を備えた補聴器
 がどのような難聴により有効であるかを知る目的で, ラウ ドネス補償の有効性とその限界を検討
 し, 特に低音障害型難聴におけるラウ ドネス補償による補聴法の問題点を分析して, それを改善
 するための提言を行った。 さらに第2点では, 難聴者のラウ ドネス特性を測定する場合の検査法
 として, 2段階評定尺度法が採用されていたが, 高齢者にとり複雑かつ難解な検査法のため, デー
 タの精度や再現性に問題があった。 そこで, より簡便な方法として1段階細分法を用いた場合の
 利点・欠点についても検討を加えた。 まずラウ ドネス補償による補聴効果が不十分な理由と して,
 マスキング現象の観点から検討すると, CLAIDHA に代表される圧縮型補聴は, 基本的にはマ
 スカー存在下でも信号音の聴取能を改善 しうるが, 低周波数領域により大きな圧縮比・増幅量を
 与えると, かえって増幅しない場合よりも聴取能が悪化することが, 今回のモデル実験から明ら
 かにされた。 従って, 低周波数優位の感音難聴におけるラウ ドネス補償型補聴器フィッティ ング
 では, 低い周波数信号の聴取能を確保するために, より高い周波数領域の聴取能を劣化させない
 ような細心の工夫, 例えば低周 波数音の増幅にはあまり圧縮比の大きいものを使わないな どの工
 夫が必要であると結論した。 また, 1段階細分評定尺度法を実際の臨床の現場で応用 した結果,
 2段階法に比して検査結果の精度と再現性がより高い事が証明された。 しかも, 高齢者において
 検査時間が著しく 短縮されたことは, 本検査法の理解が容易でかつ実行 し易いものであることを
 裏付けていた。
 以上のように, 完全デジタル補聴器が広く臨床に応用される時代を迎えて, それらの適合処理
 能力が広い故に, 様々な問題点が浮上してきている現状に対して, それを解決するための指針を
 与えた点において, 本論文は極めて意義のあるものと考える。 特に, 聴神経1次ニューロンの
 tuning curve の tip と tail のモデルを用いてマスキングパターンの理論から考察を行った事は
 非常に画期的であった。 よって, 本論文は学位論文としての水準を十分に満たしており, 学位の
 授与に値すると判 定す る。
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